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両
宋
に
お
け
る
書
院
祭
記
の
変
化

｜
祭
記
空
間
と
祭
相
対
象
を
中
心
に
｜

簡

亦

精

書
院
と
廟
学
制
度

北
宋
初
期
、
書
院
は
不
足
が
ち
な
官
立
学
校
を
輔
佐
す
る
役
割
と
し
て
の
新
た
な
道
を
展
開
し
、
唐
代
書
院
で
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
祭

把
と
い
う
機
能
が
加
わ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
初
期
の
書
院
祭
把
に
は
独
自
の
制
度
が
な
く
、
基
本
的
に
官
学
の
廟
学
制
度
を
受
け
継

ぎ
、
孔
子
と
そ
の
弟
子
の
像
を
作
り
、
山
獄
麓
書
院
に
し
て
も
白
鹿
洞
書
院
に
し
て
も
祭
把
対
象
は
先
師
・
先
賢
を
中
心
と
し
た
。

廟
学
制
度
と
は
学
校
内
に
儒
家
的
祭
杷
空
間
で
あ
る
「
聖
廟
」
〈
丈
廟
〉
が
設
置
さ
れ
、
か
っ
そ
こ
で
祭
把
儀
礼
〈
学
礼
〉
が
行
わ
れ

る
学
校
制
度
を
指
す
。
廟
学
制
度
の
「
廟
」
と
は
孔
子
廟
〈
孔
子
と
共
に
先
賢
・
先
儒
が
従
記
さ
れ
る
）
を
指
し
、
「
学
」
と
は
講
堂
〈
元
・

明
以
降
は
明
倫
堂
と
称
さ
れ
る
〉
を
指
す
。
つ
ま
り
、
「
廟
」
と
い
う
祭
把
空
間
と
「
学
」
と
い
う
講
学
空
間
と
に
よ
っ
て
学
校
が
構
成

さ
れ
る
の
で
あ
る
。

廟
学
制
度
の
成
立
に
関
し
て
は
、
東
晋
の
孝
武
帝
が
太
元
十
年
（
三
八
五
〉
に
因
子
学
〈
中
央
官
学
〉
に
廟
を
建
て
て
孔
子
を
把
っ
た

こ
と
を
廟
学
制
度
の
塙
矢
と
す
る
研
究
が
あ
る
。
高
明
士
氏
の
論
考
「
廟
学
制
的
建
立
与
実
施
」
に
よ
れ
ば
、
北
貌
の
孝
丈
帝
は
太
和
十

三
年
〈
四
八
九
〉
に
中
書
学
〈
中
央
官
学
〉
に
孔
子
廟
を
造
ら
せ
て
お
り
、
南
梁
の
武
帝
は
天
監
四
年
（
五
O
五
〉
に
因
子
監
〈
中
央
官
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尚
子
〉
に
孔
子
廟
を
造
ら
せ
た
。
ま
た
、
北
斉
と
北
周
は
北
貌
の
影
響
を
受
け
、
廟
学
制
度
を
取
り
入
れ
た
。
北
斉
の
場
合
は
因
子
寺
に
孔

顔
廟
を
造
っ
て
お
り
〈
『
陪
主
旦
巻
七
・
九
、
礼
儀
志
二
・
四
三
北
周
の
場
合
は
釈
実
を
二
回
〈
丈
帝
大
統
十
三
年
・
宣
帝
大
象
二
年
二

月
〉
行
っ
た
と
い
う
記
録
が
あ
っ
た
（
『
周
主
旦
巻
四
七
・
翼
儒
伝
、
同
書
巻
七
・
官
一
帝
本
紀
）
0

以
上
の
事
柄
を
踏
ま
え
る
と
、
最
初
孔
子
を
把
る
廟
を
設
置
し
た
の
は
中
央
官
学
の
み
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。
州
学
・
郡
学
等
の
よ

う
な
地
方
官
学
が
廟
学
制
度
に
従
い
孔
子
を
把
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
北
斉
の
丈
宣
帝
の
天
保
元
年
〈
五
五
O
〉
と
さ
れ
る
。
ま
た
陪

初
の
学
校
制
度
は
北
斉
の
学
校
制
度
を
基
に
し
た
た
め
、
当
然
孔
子
を
祭
っ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
『
陪
主
旦
巻
九
、
礼
儀
志
四
に
、

陪
制
、
園
子
寺
、
毎
歳
四
仲
月
上
了
を
以
て
先
聖
先
師
を
穆
実
し
、
年
別
に
一
た
び
郷
飲
酒
躍
を
行
う
。
州
郡
の
墜
は
則
ち
春
秋
仲

月
を
以
て
穆
実
し
、
州
郡
牒
も
亦
毎
年
同
学
に
於
い
て
一
た
び
郷
飲
酒
躍
を
行
う
。

と
あ
る
よ
う
に
、
中
央
官
学
は
年
に
四
回
、
釈
実
の
礼
を
以
て
先
聖
と
先
師
を
祭
記
す
る
。
ま
た
、
毎
年
別
に
郷
飲
酒
礼
を
実
施
す
る
。

一
方
、
地
方
官
学
の
州
学
と
郡
学
は
春
と
秋
の
二
回
だ
け
、
釈
実
の
礼
を
行
い
、
州
・
郡
・
県
学
も
ま
た
毎
年
郷
飲
酒
礼
を
実
施
す
る
よ

う
に
規
定
し
て
い
る
。
地
方
官
学
の
県
学
に
孔
子
廟
を
造
る
許
可
が
下
り
た
の
は
唐
の
貞
観
四
年
（
六
二
一
O
〉
の
こ
と
で
あ
る
。
元
の
徐

碩
『
至
元
嘉
禾
士
山
』
巻
七
、
学
校
に
、
「
廟
は
以
て
先
聖
を
崇
め
、
向
学
は
以
て
人
倫
を
明
ら
か
に
す
。
郡
邑
廟
向
学
、
大
い
に
唐
に
備
わ

る
o
」
と
あ
る
よ
う
に
、
中
央
官
学
の
み
な
ら
ず
、
地
方
官
学
に
も
孔
子
を
把
る
廟
を
備
え
る
決
ま
り
は
そ
の
ま
ま
定
着
し
受
け
継
が
れ

る
こ
と
と
な
り
、
宋
・
元
・
明
・
清
代
の
学
校
も
基
本
的
に
こ
の
制
度
を
沿
用
し
た
。

上
述
の
よ
う
に
、
廟
学
制
度
は
「
講
学
空
間
」
と
「
祭
把
空
間
」
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
官
立
学
校
の
建
築
ス
タ
イ

ル
の
基
本
と
な
る
。
『
大
唐
郊
把
録
』
巻
一

O
、
丈
宣
王
廟
に
、

其
の
廟
は
長
安
子
城
安
上
門
街
道
東
務
門
坊
に
在
り
。
洛
陽
に
は
長
楽
坊
に
在
り
。
其
の
廟
は
屋
四
柱
七
問
、
前
面
雨
階
、
堂
高

三
尺
五
寸
、
宮
垣
之
を
周
る
。
南
面
は
一
屋
三
問
、
外
に
十
戟
有
り
。
東
面
は
一
屋
一
門
。
其
の
太
随
一
千
講
論
の
堂
は
、
廟
垣
の
西
に

在
り
。

と
あ
る
。
孔
子
を
把
る
廟
の
西
側
に
太
学
〈
中
央
官
学
）
の
「
講
論
之
堂
」
が
あ
る
。
高
明
士
氏
は
こ
れ
を
現
存
す
る
「
廟
学
建
築
」
に

関
す
る
最
古
の
丈
献
で
あ
る
と
述
べ
、
唐
代
で
は
「
左
廟
右
学
」
と
い
う
配
置
が
主
流
で
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
。
要
す
る
に
、
建
物
の
背
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面
が
北
の
方
向
で
、
正
面
が
南
の
方
に
向
い
た
場
所
は
束
を
左
と
し
、
西
を
右
と
す
る
の
で
あ
る
。
次
に
同
氏
に
よ
っ
て
最
も
古
い
地
方

士
山
と
さ
れ
る
敦
埋
史
料
『
沙
州
都
府
督
図
経
』
巻
第
三
を
引
用
し
、
州
学
・
県
学
〈
地
方
官
学
〉
に
あ
る
「
廟
」
と
「
学
」
と
の
位
置
関

係
を
説
明
し
よ
う
。

州
問
晶
子

右
、
城
内
に
在
り
、
州
の
西
三
百
歩
に
在
り
。
其
の
随
一
干
の
院
内
、
東
廟
又
先
聖
太
師
廟
に
し
て
、
堂
内
に
素
（
塑
〉
の
先
聖
及
び
先

師
顔
子
の
像
有
り
。
春
秋
の
二
時
実
祭
す
。

牒随一千
右
、
州
向
学
の
西
に
在
り
、
院
に
連
な
る
。
其
の
院
中
東
廟
に
先
聖
太
師
廟
有
り
、
堂
内
に
素
の
先
聖
及
び
先
師
顔
子
の
像
有
り
。
春

秋
の
二
時
実
祭
す
。

東
を
左
と
す
る
と
、
州
学
と
県
学
〈
地
方
官
学
〉
は
太
学
〈
中
央
官
学
〉
の
「
左
廟
右
学
」
と
同
じ
ス
タ
イ
ル
と
な
る
。
塑
像
を
置
き
、

記
る
対
象
は
主
に
孔
子
と
顔
子
と
な
る
。
左
を
重
ん
じ
て
、
南
の
方
に
向
く
の
は
正
し
い
礼
と
さ
れ
る
た
め
、
尊
ぶ
聖
廟
を
左
に
置
い
た

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
唐
代
で
採
用
さ
れ
た
「
左
廟
右
学
」
の
建
築
ス
タ
イ
ル
は
受
け
継
が
れ
る
こ
と
が
な
く
、
「
左
学
右
廟
」
・
「
前

学
後
廟
」
・
「
前
廟
後
学
」
の
配
置
も
見
ら
れ
、
例
え
ば
南
宋
で
は
、
唐
代
と
正
反
対
の
「
左
学
右
廟
」
を
採
用
し
た
こ
と
に
対
し
、
次
の

『
朱
子
語
類
』
巻
九
O
、
礼
七
、
祭
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
議
論
が
あ
っ
た
。

問
、
っ
、
大
成
殿
は
又
却
て
墜
の
西
に
在
り
、
是
れ
尊
右
の
義
莫
き
や
否
や
。
日
く
、
未
だ
初
意
は
如
何
な
る
か
を
知
ら
、
ざ
る
も
、
本

朝
因
り
て
奮
制
に
の
り
、
反
て
更
に
率
略
と
な
り
、
之
を
唐
制
に
較
ぶ
れ
ば
、
尤
も
理
命
日
没
し
。
唐
制
尤
も
近
古
の
慮
有
れ
ば
、
猶

お
保
理
の
観
る
べ
き
有
り
。

唐
は
「
左
廟
右
学
」
を
採
用
す
る
が
、
南
宋
は
「
右
廟
左
学
」
を
採
用
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
高
明
士
氏
は
「
唐
・
宋
の
廟
の
位
置
が

異
な
る
の
は
、
ま
さ
に
二
代
の
尊
尚
の
差
異
を
表
わ
し
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
が
、
廟
の
所
在
を
尊
貴
と
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
見
解

の
相
違
は
な
い
。
学
校
の
敷
地
が
廟
の
所
在
を
尊
貴
と
す
る
の
は
、
ま
さ
に
学
校
の
中
心
地
が
聖
廟
で
あ
る
こ
と
を
表
わ
し
て
い
る
。
今
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日
ま
で
ず
っ
と
、
台
湾
に
見
ら
れ
る
伝
統
的
学
校
〈
書
院
を
含
む
〉
は
、
や
は
り
廟
の
所
在
地
を
尊
貴
と
し
て
お
り
、
韓
国
・
日
本
に
見

ら
れ
る
も
の
も
同
様
で
あ
る
o
」
と
指
摘
し
た
。
高
氏
は
初
め
て
書
院
と
廟
学
制
度
と
の
関
係
に
関
心
を
払
っ
た
学
者
で
あ
る
。
書
院
の
「
廟
」

と
「
学
」
の
位
置
関
係
は
「
前
学
後
廟
」
が
最
も
多
い
と
い
、
主
ぢ
察
結
果
を
出
し
た
が
、
そ
の
理
由
は
必
ず
し
も
判
然
と
せ
ず
、
考
え
ら

れ
る
の
は
書
院
の
建
設
の
多
く
が
風
水
を
重
ん
じ
る
点
と
書
院
は
官
学
の
よ
う
に
厳
し
い
規
則
に
縛
ら
れ
て
い
な
い
点
に
あ
る
と
述
べ

る。
そ
う
だ
と
す
る
と
、
北
宋
初
期
に
は
地
方
官
学
が
未
発
達
で
あ
る
た
め
、
唐
代
か
ら
累
積
さ
れ
て
き
た
書
院
の
掴
養
能
力
は
地
方
を
教

化
す
る
力
を
持
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
書
院
は
教
育
機
関
と
し
て
重
宝
さ
れ
、
書
院
を
官
学
化
す
る
た
め
に
「
祭
把
」
と
い
う
機
能
を
付

与
さ
せ
た
と
い
う
推
論
も
妥
当
性
を
持
つ
で
あ
ろ
う
。
従
来
の
研
究
で
は
、
書
院
祭
把
が
官
学
に
従
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
が
、
祭
把
対

象
と
祭
把
空
間
〈
「
廟
」
と
「
学
」
の
配
置
〉
に
つ
い
て
は
ま
だ
検
討
の
余
地
が
あ
る
。
例
え
ば
、
祭
把
機
能
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
後
、

書
院
は
廟
学
制
度
を
如
何
に
受
容
し
た
の
か
、
も
し
く
は
独
自
の
廟
学
制
度
を
発
展
さ
せ
た
の
か
、
壮
一
寸
の
問
題
は
十
分
に
解
明
さ
れ
て
は

い
な
い
。
ま
た
、
官
学
に
倣
い
孔
子
と
そ
の
弟
子
を
祭
記
す
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
が
、
弟
子
と
は
誰
の
こ
と
を
指
す
の
か
を
明
確
に
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
童
日
院
祭
杷
の
特
徴
を
よ
り
際
立
た
せ
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
本
論
は
こ
れ
ら
の
問
題
を
解
明
す
る
こ
と
を
目
的
と

一随一

す
る
。

祭
杷
対
象

l
孔
子
と
そ
の
弟
子

従
来
の
研
究
で
は
、
祭
把
対
象
に
著
し
く
変
化
が
見
ら
れ
る
南
宋
時
代
が
考
察
の
中
心
と
さ
れ
て
き
た
た
め
、
北
宋
の
書
院
祭
杷
に
関

し
て
は
未
だ
不
明
な
点
が
多
い
。
そ
こ
で
、
ま
ず
北
宋
書
院
の
祭
把
対
象
と
さ
れ
る
孔
子
と
そ
の
弟
子
に
関
し
て
、
北
宋
時
代
に
完
成
さ

れ
た
「
湾
州
最
麓
山
書
院
記
」
の
再
検
討
か
ら
始
め
、
書
院
で
行
わ
れ
た
祭
把
の
内
容
を
よ
り
具
体
的
に
提
示
す
る
こ
と
と
把
ら
れ
る
人

物
を
絞
り
込
む
こ
と
を
試
み
た
い
。
つ
い
で
、
同
じ
く
北
宋
に
完
成
さ
れ
た
陳
舜
命
の
『
鹿
山
記
』
を
取
り
上
げ
、
白
鹿
洞
書
院
と
巌
麓

書
院
の
祭
把
対
象
・
祭
把
空
間
の
変
化
を
中
心
に
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。



書
院
は
官
学
で
は
な
い
た
め
、
把
典
に
は
書
院
祭
把
の
内
容
・
対
象
・
建
築
に
関
す
る
規
制
が
な
い
。
書
院
の
祭
把
に
纏
わ
る
諸
問
題

を
説
明
す
る
た
め
、
殆
ど
の
研
究
は
明
清
時
代
の
書
院
志
を
利
用
す
る
が
、
そ
れ
ら
の
丈
献
は
充
分
に
北
宋
時
代
の
状
況
を
説
明
し
て
い

る
と
は
言
え
な
い
。
そ
の
た
め
、
北
宋
時
代
に
完
成
さ
れ
た
王
民
俗
〈
九
五
四
1
一
0
0
ご
の
「
濁
州
最
麓
山
書
院
記
」
と
陳
舜
命

7

1
一
O
七
五
〉
の
『
鹿
山
記
』
に
記
さ
れ
た
書
院
に
関
す
る
記
載
は
断
片
的
で
は
あ
る
が
、
重
要
な
資
料
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

最
麓
書
院
は
宋
の
太
祖
の
開
宝
九
年
（
九
七
六
〉
に
、
湾
州
太
守
朱
洞
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
。
唐
が
後
梁
に
纂
奪
さ
れ
た
後
、
中
国

は
各
地
が
割
拠
す
る
状
況
に
陥
っ
た
。
荊
湖
地
域
の
回
復
は
北
宋
開
国
四
年
後
の
乾
徳
元
年
〈
九
六
二
一
〉
に
よ
う
や
く
な
さ
れ
た
も
の
で

あ
り
、
当
時
こ
の
地
に
官
学
は
な
く
、
官
僚
で
あ
る
朱
洞
は
僧
侶
が
営
ん
で
い
た
私
塾
の
地
を
書
院
に
し
た
。

朱
洞
が
揮
州
の
太
守
に
任
命
さ
れ
た
の
は
開
宝
六
年
〈
九
七
三
〉
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
官
僚
の
支
持
を
得
た
最
麓
書
院
は
、
制
度
的
・

規
模
的
に
よ
り
大
き
く
発
展
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
朱
洞
が
離
れ
る
と
と
も
に
、
山
獄
麓
書
院
は
安
定
か
っ
有
力
な
支
援
が
途
絶
え
て
し

ま
っ
た
。
王
民
俗
の
「
湾
州
最
麓
山
書
院
記
」
で
は
、
朱
洞
が
離
れ
た
後
の
状
況
を
、
「
諸
生
逃
解
し
て
、
六
籍
散
亡
し
、
弦
歌
音
絶
え
て
、

坦
豆
観
る
無
し
o
」
と
形
容
す
る
。

成
平
二
年
〈
九
九
九
三
濁
州
太
守
李
允
則
は
衰
廃
す
る
巌
麓
書
院
を
建
て
直
そ
う
と
計
画
し
た
。
弦
歌
・
姐
豆
等
の
描
写
か
ら
想
像

に
難
く
な
い
が
、
朱
洞
が
い
る
時
に
恐
ら
く
獄
麓
書
院
で
は
祭
把
活
動
が
行
わ
れ
て
い
た
。
碑
丈
の
続
き
に
、

先
師
・
十
哲
の
像
を
塑
し
、
七
十
二
賢
を
重
き
、
華
衰
〈
褒
〉
珠
旗
、
縫
披
章
甫
は
、
畢
く
奮
制
を
按
じ
、
憤
然
と
し
て
生
け
る
が

如
し
。
水
田
を
闇
き
、
春
秋
の
轄
実
に
供
、
せ
ん
こ
と
を
請
う
。

と
あ
る
よ
う
に
、
再
建
さ
れ
た
撮
麓
書
院
に
は
先
師
・
十
哲
の
塑
像
と
七
十
二
賢
の
壁
画
が
施
さ
れ
た
。
春
と
秋
に
行
わ
れ
る
釈
実
の
た

め
に
水
田
を
拓
い
た
こ
と
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。
『
礼
記
』
月
令
の
記
述
に
基
づ
く
と
、
釈
実
は
毎
年
二
月
と
八
月
の
最
初
の
丁
の
日
に

行
わ
れ
る
決
ま
り
で
あ
る
。
釈
実
の
祭
把
対
象
に
関
し
て
は
、
『
唐
六
典
』
巻
四
、
嗣
部
郎
中
「
員
外
郎
」
の
条
に
、

凡
そ
祭
把
の
名
に
固
有
り
。
一
に
日
く
天
神
を
把
り
、
一
一
に
日
く
地
祇
を
祭
り
、
三
に
日
く
人
鬼
を
享
し
、

調
停
実
す
。

四
に
日
く
先
聖
先
師
を

と
あ
る
よ
う
に
、
先
聖
や
先
師
と
決
め
ら
れ
て
い
る
。
唐
代
の
官
学
は
大
き
く
中
央
官
学
と
地
方
官
学
に
分
け
ら
れ
る
。
ま
た
国
の
把
典
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に
は
大
記
・
中
把
・
小
把
が
あ
る
。
例
え
ば
、
中
央
官
学
で
孔
子
を
把
る
場
合
は
中
把
を
用
い
、
地
方
官
学
で
孔
子
を
把
る
場
合
は
小
把

を
用
い
る
と
い
う
よ
う
に
使
い
分
け
て
い
る
。

貞
観
二
年
（
六
二
八
〉
に
中
央
官
学
に
把
ら
れ
る
人
物
を
「
聖
孔
師
顔
」
に
決
定
し
た
。
唐
に
お
い
て
周
公
を
先
聖
、
孔
子
を
先
師
と

し
た
時
期
も
あ
っ
た
が
、
貞
観
二
年
よ
り
正
式
に
先
聖
と
は
孔
子
、
先
師
と
は
顔
子
と
決
め
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
貞
観
四
年
工
ハ
二
一
O
〉

に
全
国
の
地
方
官
学
に
孔
子
廟
を
造
ら
せ
先
聖
孔
子
と
先
師
顔
回
を
把
る
よ
う
に
命
じ
た
。
『
唐
六
典
』
巻
四
に
、

凡
そ
州
牒
は
皆
孔
宣
父
廟
を
置
き
、
顔
回
を
以
て
配
し
、
仲
春
上
了
に
州
牒
の
官
は
穆
実
の
躍
を
行
い
、
仲
秋
上
了
も
亦
之
く
の
如

く
に
せ
よ

と
あ
る
。
そ
れ
以
来
、
地
方
官
学
に
孔
子
廟
を
設
置
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
、
顔
回
〈
顔
子
〉
を
配
把
と
し
て
孔
子
と
と
も
に
祭
記
し
た
。

祭
把
の
内
容
は
『
礼
記
』
月
令
に
従
い
、
二
月
と
八
月
の
最
初
の
了
の
日
に
地
方
官
吏
に
よ
っ
て
釈
実
の
礼
が
行
わ
れ
た
。

こ
こ
で
、
一
日
一
「
揮
州
議
麓
山
書
院
記
」
に
一
民
る
こ
と
に
す
る
。
書
院
記
に
は
「
奮
制
」
に
従
う
と
書
か
れ
る
が
、
「
奮
制
」
と
は
ど

の
制
度
を
指
す
の
か
が
解
明
で
き
て
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
「
畢
く
奮
制
を
按
ず
（
畢
按
奮
制
ご
と
は
す
べ
て
旧
制
に
従
う
こ
と
の

意
味
で
あ
り
、
決
し
て
勝
手
に
決
め
た
の
で
は
な
い
。
時
代
か
ら
考
え
る
と
、
北
宋
初
の
太
宗
の
命
令
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
『
開
宝
礼
』

に
従
っ
た
可
能
性
が
大
き
い
が
、
現
在
『
開
宝
礼
』
が
残
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
『
開
宝
礼
』

は
『
開
元
礼
』
を
元
に
し
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
『
宋
史
』
巻
九
八
、
礼
士
山
一
の
「
『
開
賓
通
瞳
』
二
百
巻
を
撰
す
る
に
、

唐
の
『
開
元
瞳
』
に
元
づ
き
て
之
を
損
益
寸
斗
や
菜
子
語
類
』
巻
八
四
、
「
論
後
世
礼
書
」
の
「
『
開
賓
曹
は
全
世
是
れ
『
開
元
曹
、

但
略
ぼ
改
動
せ
り
ム
）
と
い
う
記
事
か
ら
窺
い
知
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
『
開
元
礼
』
は
「
奮
制
」
を
知
る
重
要
な
手
掛
り
と
な
る
。

『
開
元
礼
』
巻
第
一
、
序
列
上
、
神
位
の
条
に
、
太
学
〈
中
央
官
学
〉
で
は
二
月
と
八
月
の
最
初
の
丁
の
日
に
釈
実
の
礼
が
行
わ
れ
る（お）

こ
と
、
ま
た
祭
把
の
対
象
に
つ
い
て
、
七
十
二
人
の
弟
子
を
「
従
把
」
と
し
て
先
聖
孔
子
と
先
師
顔
子
と
に
合
わ
せ
把
る
と
規
定
す
る
。

同
書
の
巻
六
九
と
巻
七
二
、
諸
県
釈
実
於
孔
宣
父
に
は
、
州
学
・
県
学
〈
地
方
官
学
〉
で
釈
実
を
行
、
つ
際
に
は
、
先
聖
孔
子
と
先
師
顔
子

（

M
A）
 

の
神
席
を
設
け
る
と
記
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
太
学
と
州
学
・
県
学
と
は
同
様
に
釈
実
を
行
、
つ
が
、
祭
把
の
対
象
が
若
干
異
な
る
と
い
う
相

違
が
あ
る
。
太
学
の
祭
把
対
象
は
孔
子
・
顔
子
及
び
七
十
二
弟
子
で
あ
る
一
方
、
州
学
・
県
学
の
祭
把
対
象
は
孔
子
と
顔
子
の
み
で
あ
る
。
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『
宋
史
』
巻
一

O
五
、
礼
志
八
に
、

至
聖
丈
宣
玉
、
唐
開
元
末
に
、
升
し
て
中
耐
と
為
し
、
従
杷
を
設
け
、
瞳
令
踊
三
公
行
事
す
。
朱
梁
喪
乱
し
て
、
従
把
遂
に
慶
さ
れ
、

後
唐
の
長
興
二
年
〈
九
三
ご
、
的
り
て
従
把
を
復
し
、
周
の
額
徳
二
年
（
九
五
五
三
別
に
園
子
監
を
替
み
て
向
晶
子
舎
を
置
く
。
宋
因

り
て
之
を
増
惰
し
、
先
聖
・
亜
聖
・
十
折
口
の
像
を
塑
し
、
七
十
二
賢
及
び
先
儒
二
十
一
人
の
像
を
東
西
願
の
木
壁
に
童
か
し
め
、
太

（芯）

祖
親
ら
先
聖
・
亜
聖
の
賛
を
撰
し
、
十
哲
以
下
は
丈
臣
に
命
じ
て
分
け
て
之
を
賛
せ
し
む
。

と
あ
る
（
傍
線
は
論
者
。
以
下
同
じ
〉
o

宋
の
因
子
監
は
唐
の
太
学
と
同
じ
中
央
官
学
に
属
す
る
。
宋
の
因
子
監
は
再
び
回
復
さ
れ
た
従

把
を
受
け
継
、
ぎ
、
先
聖
孔
子
と
と
も
に
亜
聖
・
十
哲
の
塑
像
を
作
り
、
東
西
廉
の
木
壁
に
七
十
二
賢
と
先
儒
二
十
一
人
の
絵
を
描
い
た
。
『
宋

史
』
礼
志
八
に
は
、
さ
ら
に
、

『
配
…
寧
把
儀
』
は
十
哲
皆
従
把
と
為
す
も
、
惟
だ
州
牒
の
穆
実
は
未
だ
載
せ
、
ざ
れ
ば
、
請
、
つ
ら
く
は
今
自
り
二
京
及
び
諸
州
の
春
秋

（お）

に
轄
冥
す
る
は
、
並
び
に
『
照
寧
把
儀
』
に
準
じ
詔
し
て
孟
軒
を
都
圏
公
に
封
ぜ
ん
こ
と
を
。

と
あ
る
。
孟
軒
を
都
国
公
に
追
尊
し
た
の
は
、
北
宋
元
曲
豆
六
年
〈
一

O
八
三
〉
十
月
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
時
点
で
は
、
開
封
府
学
・
河

南
府
学
・
州
学
だ
け
が
十
哲
の
釈
実
を
実
施
し
て
い
る
。
時
期
を
考
え
る
と
、
成
平
二
年
〈
九
九
九
〉
に
再
建
さ
れ
た
湾
州
最
麓
書
院
で

は
、
か
り
に
州
学
の
規
定
に
従
い
釈
実
の
礼
が
行
わ
れ
た
と
し
て
も
、
そ
の
対
象
は
孔
子
と
顔
子
の
み
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

書
院
に
設
置
す
る
塑
像
に
関
し
て
見
れ
ば
、
「
華
衰
」
は
王
侯
貴
族
の
礼
服
を
指
し
、
「
珠
琉
」
は
王
侯
貴
族
の
礼
帽
に
あ
る
玉
の
飾
り

の
こ
と
で
、
両
方
と
も
高
貴
な
も
の
で
あ
り
、
身
分
が
高
い
者
の
象
徴
で
あ
る
。
一
方
、
「
縫
披
」
は
儒
者
の
召
し
物
で
あ
り
、
「
章
甫
」

は
儒
者
の
帽
子
で
、
両
方
と
も
儒
者
を
指
す
言
葉
で
あ
る
。
同
じ
く
王
民
俗
に
よ
っ
て
嘉
照
三
年
〈
九
八
六
〉
に
書
か
れ
た
「
昆
山
県
新

修
丈
宣
王
廟
記
」
に
、

乃
ち
素
王
を
像
し
て
は
華
棄
を
被
せ
珠
競
を
垂
れ
て
、
王
者
の
制
彰
わ
し
、
乃
ち
十
哲
を
状
し
て
は
章
甫
を
冠
し
縫
披
を
衣
せ
て
、
（訂）

儒
者
の
服
備
、
っ
。
廟
の
興
る
や
、
既
に
彼
の
像
の
設
け
ら
る
る
が
如
く
、
又
此
く
の
如
く
卑
に
上
了
の
長
に
、
穆
賃
〈
の
躍
を
行
、
っ
。

と
記
さ
れ
る
通
り
、
「
華
衰
珠
競
」
が
孔
子
を
指
し
、
「
縫
披
章
甫
」
が
十
哲
を
指
し
て
い
る
の
は
明
白
で
あ
る
。
湾
州
山
獄
麓
書
院
の
塑
像

は
、
山
昆
山
県
丈
宣
王
廟
の
塑
像
と
同
様
に
孔
子
と
弟
子
の
十
哲
が
設
置
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
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北
宋
初
期
は
官
学
を
復
興
す
る
余
裕
が
な
か
っ
た
た
め
、
書
院
の
力
に
頼
る
こ
と
に
し
た
。
湾
州
に
地
方
学
校
と
孔
子
廟
（
丈
廟
〉
の

（沼）

両
方
が
な
い
た
め
、
山
獄
麓
書
院
が
再
建
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
昆
山
県
〈
江
蘇
地
域
〉
に
県
学
と
孔
子
廟
が
再
建
さ
れ
れ
ば
、
地
方
の
民
に

礼
教
を
遂
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
山
昆
山
県
丈
宣
王
廟
で
は
上
了
の
朝
に
釈
実
を
行
う
こ
と
か
ら
推
測
す
る
と
、
後
に
造
ら
れ
た
湾
州
最

麓
書
院
も
同
じ
思
い
を
託
さ
れ
釈
実
を
行
っ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。

山
獄
麓
書
院
に
も
昆
山
県
の
孔
子
廟
に
も
、
孔
子
と
十
哲
の
塑
像
が
置
か
れ
た
。
周
知
の
通
り
十
哲
と
は
孔
子
の
十
人
の
高
弟
で
あ
る
。

こ
の
十
人
と
は
ま
哩
巴
先
進
篇
の
「
我
に
陳
察
に
従
う
者
、
皆
門
に
及
ば
、
ざ
る
な
り
。
徳
行
は
、
顔
淵
・
関
子
寮
・
再
伯
牛
・
仲
弓
な

り
。
言
語
は
、
宰
我
・
子
貢
な
り
。
政
事
は
、
再
有
・
季
路
な
り
。
丈
随
一
子
は
、
子
瀞
・
子
夏
な
り
o
」
と
い
う
一
節
に
基
づ
い
た
も
の
で
「
四

科
弟
子
」
と
も
呼
ば
れ
る
。
「
十
哲
」
は
そ
の
尊
称
で
あ
り
、
開
元
八
年
（
七
二

O
〉
に
玄
宗
皇
帝
が
与
え
た
称
呼
で
あ
る
。

そ
の
経
緯
は
、
開
元
七
年
〈
七
一
九
〉
李
元
理
が
上
奏
し
た
議
を
玄
宗
皇
帝
が
採
用
し
、
議
を
踏
ま
え
て
、
改
正
が
施
さ
れ
た
。
開
元

八
年
〈
七
二

O
〉
の
詔
書
に
、

顔
回
等
十
哲
、
宜
し
く
坐
像
を
為
り
、
悉
く
従
記
せ
し
む
べ
し
。
曾
参
は
大
孝
に
し
て
、
穂
同
列
に
冠
す
れ
ば
、
特
り
塑
像
を
為
り
、

十
哲
の
次
に
坐
し
、
因
り
て
七
十
弟
子
及
び
二
十
二
賢
を
廟
壁
上
に
圃
重
し
、
顔
子
亜
聖
を
以
て
親
〈
み
ず
〉
か
ら
為
に
賛
を
製
り

石
に
書
し
、
の
り
て
嘗
朝
の
丈
士
を
し
て
分
け
て
之
が
賛
を
為
り
其
の
壁
に
題
、
せ
し
め
よ
。

と
あ
る
よ
う
に
、
顔
回
〈
顔
子
〉
を
始
め
と
す
る
関
子
審
・
再
伯
牛
・
仲
弓
・
宰
我
・
子
貢
・
再
有
・
季
路
・
子
瀞
・
子
夏
の
十
人
を
「
十

折
口
」
と
称
し
、
孔
子
と
と
も
に
「
十
折
口
」
の
塑
像
〈
坐
像
〉
を
「
従
把
」
と
い
う
形
で
あ
わ
せ
把
る
こ
と
に
な
り
、
開
元
八
年
〈
七
二

O
〉

か
ら
、
孔
子
は
主
把
、
顔
子
を
含
め
る
十
哲
は
従
把
の
形
で
太
学
（
中
央
官
学
〉
に
付
設
さ
れ
た
廟
で
把
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

李
元
瑳
が
上
奏
し
た
議
に
、
前
漢
の
丈
翁
が
局
と
い
う
僻
地
に
学
校
を
造
っ
た
「
丈
翁
之
壁
」
と
い
う
話
が
引
用
さ
れ
る
。
僻
地
〈
当

時
、
国
勾
は
僻
地
と
さ
れ
て
い
る
〉
に
あ
る
学
校
す
ら
「
七
十
子
」
の
絵
を
き
ち
ん
と
描
い
て
い
る
の
に
、
わ
が
国
の
中
央
官
学
に
附
属
さ

れ
る
廟
が
「
七
十
子
」
の
絵
を
描
い
て
な
い
の
は
ど
う
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
と
訴
え
、
「
壁
に
固
形
し
、
兼
ね
て
為
に
賛
を
立
て
、
敦
く

l
I
l
l
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
5）
 

儒
を
勧
め
ん
こ
と
を
庶
う
o
」
と
、
壁
に
描
く
も
の
に
「
七
十
子
」
が
含
ま
れ
る
意
義
を
説
明
し
た
。
な
お
、
こ
の
議
に
よ
っ
て
、
中
央

官
学
の
壁
に
「
七
十
子
」
を
描
く
こ
と
は
許
さ
れ
た
が
、
孔
子
と
と
も
に
把
る
こ
と
は
許
可
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
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と
こ
ろ
が
、
『
開
元
礼
』
巻
一
、
序
列
上
、
神
位
「
仲
春
仲
秋
上
了
釈
実
於
太
学
」
の
条
に
は
、
「
右
新
加
七
十
二
弟
子
之
名
」
と
あ
る
。

仲
春
仲
秋
上
了
の
日
に
太
学
で
行
わ
れ
る
釈
実
で
は
、
主
杷
は
孔
子
で
、
配
享
は
顔
子
と
さ
れ
る
が
、
新
た
に
従
把
の
「
七
十
二
弟
子
之

名
」
を
加
え
た
と
明
記
さ
れ
て
い
る
の
だ
。
そ
の
書
式
を
見
れ
ば
、
「
孔
宣
父
為
先
聖
顔
子
為
先
師
」
を
大
字
で
表
記
し
、
続
い
て
小
字

で
孔
子
の
弟
子
八
十
一
人
の
名
前
を
挙
げ
て
い
る
。
名
前
の
表
記
は
『
史
記
』
（
仲
尼
弟
子
列
伝
〉
に
従
っ
て
い
る
が
、
人
数
は
『
史
記
』

と
も
『
孔
子
家
一
語
』
〈
七
十
二
弟
子
解
篇
〉
と
も
異
な
る
。
最
初
の
九
人
の
順
番
は
再
伯
牛
・
仲
弓
・
宰
我
・
子
貢
・
再
有
・
子
路
・
子
瀞
・

子
夏
・
関
子
寮
で
あ
る
。
こ
の
九
人
と
先
師
顔
子
を
合
わ
せ
る
と
、
「
十
哲
」
の
メ
ン
バ
ー
と
同
一
で
あ
る
。

残
っ
た
弟
子
は
、
曾
参
・
高
柴
・
芯
子
賎
・
公
西
赤
・
林
放
・
奨
須
・
有
若
・
孔
忠
・
琴
牢
・
梁
纏
・
叔
仲
会
・
再
躍
・
曽
点
・
陳
克
・

漆
離
開
・
商
崖
・
司
馬
耕
・
子
張
・
亙
馬
施
・
秦
非
・
商
、
津
・
鄭
国
・
公
西
蔵
・
公
冶
長
・
潅
台
滅
明
・
原
憲
・
蓮
伯
玉
・
公
伯
寮
・
原

克
・
燕
仮
・
秦
祖
・
再
季
・
公
肩
定
・
左
人
部
・
公
西
輿
如
・
公
孫
龍
・
任
不
斎
・
顔
祖
・
南
宮
栢
・
鯨
単
・
秦
商
・
廉
梁
・
歩
叔
乗
・

部
巽
・
施
常
・
顔
之
僕
・
秋
黒
・
漆
離
略
・
県
成
・
顔
路
・
顔
噌
・
公
良
揺
・
公
祖
句
慈
・
伯
慶
・
栄
薪
・
顔
高
・
秦
再
・
申
根
・
顔
辛
・

顔
何
・
申
党
・
公
哲
哀
・
后
処
・
句
井
彊
・
曹
郎
・
宰
父
黒
・
美
容
蔵
・
公
夏
首
・
石
作
局
・
壌
胸
赤
・
漆
離
徒
父
・
楽
教
と
な
る
が
、

そ
の
数
は
七
十
二
人
と
な
る
。
『
開
元
礼
』
が
出
来
た
時
点
で
、
「
七
十
弟
子
」
或
い
は
「
七
十
二
弟
子
」
が
よ
う
や
く
孔
子
と
と
も
に
釈

実
の
礼
を
享
受
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
も
っ
と
も
、
そ
れ
は
中
央
官
学
に
限
ら
れ
た
。

開
元
八
年
の
勅
令
で
は
、
既
に
不
動
の
地
位
を
得
た
「
十
折
口
」
を
除
く
と
、
ち
ょ
う
ど
七
十
二
人
に
な
る
こ
と
は
、
た
だ
の
偶
然
と
は

考
え
難
い
。
そ
の
上
、
開
元
二
十
七
年
〈
七
三
九
〉
に
「
七
十
二
子
」
を
「
伯
」
と
追
尊
し
て
お
り
、
こ
の
「
七
十
二
子
」
の
地
位
が
上

昇
し
て
い
る
の
は
確
か
な
こ
と
で
あ
る
。
宋
の
真
宗
の
大
中
祥
符
二
年
（
一

O
O九
〉
に
「
七
十
二
子
」
の
中
の
六
十
二
人
を
「
侯
」
と

追
尊
し
、
そ
し
て
大
観
四
年
二
一
一

O
〉
に
残
り
十
人
の
公
夏
首
・
后
処
・
公
肩
定
・
顔
祖
・
躯
単
・
空
父
黒
・
秦
商
・
原
克
・
楽
教
・

（お）

廉
梁
を
「
侯
」
と
追
尊
し
た
。
七
三
九
年
か
ら
一

O
O九
年
ま
で
の
聞
に
七
十
二
弟
子
の
序
次
の
変
動
は
あ
っ
た
が
、
メ
ン
バ
ー
は
変
わ
っ

て
い
な
い
。

「
湾
州
撮
麓
山
書
院
記
」
は
戚
平
三
年
〈
一

0
0
0〉
に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
書
院
の
壁
に
書
か
れ
た
七
十
二
弟
子
の
メ
ン
バ
ー

は
概
ね
確
定
で
き
よ
う
。
こ
れ
ま
で
の
分
析
を
踏
ま
え
る
と
、
北
宋
初
期
に
山
獄
麓
書
院
に
は
孔
子
と
顔
子
・
関
子
審
・
再
伯
牛
・
仲
弓
・
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宰
我
・
子
貢
・
再
有
・
季
路
・
子
瀞
・
子
夏
の
塑
像
〈
坐
像
〉
が
あ
り
、
壁
に
七
十
二
賢
の
絵
が
描
か
れ
て
い
た
。
毎
年
春
三
月
）
と

秋
〈
八
月
〉
の
上
了
の
朝
に
孔
子
と
と
も
に
顔
子
を
釈
冥
す
る
。
ま
た
、
開
元
二
七
年
の
「
自
今
己
後
、
雨
京
の
園
子
監
は
、
夫
子
は
皆

（刊さ

南
面
し
て
坐
し
、
十
哲
等
は
東
西
に
列
侍
、
せ
し
め
、
天
下
の
諸
州
も
亦
此
に
准
ぜ
よ
o
」
と
い
う
勅
令
に
従
い
、
孔
子
の
塑
像
を
南
に
面

し
て
座
ら
せ
、
十
哲
は
東
西
に
並
べ
て
孔
子
に
仕
え
る
形
と
す
る
。
こ
れ
が
書
院
祭
把
の
原
型
と
な
る
の
で
あ
る
。

書
院
の
祭
杷
空
間

靖
康
二
年
二
二
一
七
〉
に
北
宋
が
滅
亡
し
た
。
一
一
一
一
九
年
か
ら
一
二
三
一
年
に
か
け
、
酒
州
は
戦
火
の
た
だ
中
に
あ
っ
た
。
撮
麓

書
院
は
紹
興
元
年
〈
一
二
三
〉
に
戦
乱
に
よ
っ
て
廃
瞳
と
な
っ
た
が
、
乾
道
元
年
〈
一
一
六
五
）
に
至
り
官
僚
の
劉
棋
が
そ
の
再
建
に

取
り
掛
か
っ
た
。
『
長
沙
府
撮
麓
士
山
』
巻
之
三
、
「
旧
志
聖
廟
図
説
」
に
、

宋
初
僅
か
に
書
院
有
る
の
み
な
る
も
、
乾
道
の
時
に
至
り
て
劉
安
撫
、
書
院
の
前
に
於
い
て
始
め
て
躍
殿
を
創
り
、
中
に
閥
里
の
聖

賢
像
を
肖
ど
り
、
列
し
て
七
十
子
を
槍
き
、
前
に
沖
池
・
苑
門
・
櫨
星
門
を
為
り
、
是
白
り
晦
蓄
先
生
更
め
て
書
院
を
建
て
る
こ
と

（話）

奮
制
の
如
く
す
れ
ば
、
瞳
殿
は
則
ち
五
聞
な
り
。

と
あ
る
。
確
か
に
、
成
平
二
年
（
九
九
九
〉
湾
州
太
守
李
允
則
が
書
院
を
再
建
す
る
際
、
門
屋
・
講
堂
・
書
楼
・
客
次
等
の
建
物
を
造
っ

た
が
、
礼
殿
の
よ
う
な
も
の
は
な
か
っ
た
。
「
旧
志
聖
廟
図
説
」
は
さ
ら
に
、
「
乾
道
に
改
元
す
る
や
〈
一
一
六
五
三
湖
南
安
撫
劉
咲
新

（出）

院
を
創
り
屋
を
為
す
こ
と
五
十
極
、
内
に
躍
殿
を
設
け
、
聖
像
を
肖
ど
り
、
蔵
書
閣
を
加
え
・
・
・
。
」
と
記
し
て
お
り
、
孝
宗
時
期
に
書
院

が
始
め
て
教
学
空
間
と
祭
把
空
間
を
別
々
に
設
置
し
、
所
謂
官
学
の
廟
学
制
度
を
導
入
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
な
お
、
書
院
の
前
に
初
め

て
礼
殿
を
創
っ
た
が
、
そ
の
配
置
は
「
前
廟
後
学
」
で
あ
る
。

張
拭
二
二
三
二
1
二

八

O
〉
の
「
撮
麓
書
院
記
」
に
「
屋
を
為
す
こ
と
五
十
極
、
大
抵
悉
く
奮
規
に
還
り
、
閥
里
の
先
聖
像
を
殿

（訂）

中
に
肖
ど
り
、
列
し
て
七
十
子
を
槍
き
て
蔵
書
閣
を
〈
講
〉
堂
の
北
に
加
、
っ
。
」
と
あ
る
。
今
回
の
再
建
は
基
本
的
に
前
の
規
制
に
従
い
、

閥
里
に
あ
る
先
聖
の
塑
像
を
模
倣
し
礼
殿
の
真
ん
中
に
安
置
し
て
、
七
十
弟
子
の
絵
を
順
次
に
描
い
た
。
そ
れ
か
ら
蔵
書
閣
を
講
堂
の
北
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側
に
増
設
し
た
の
で
あ
る
。

山
獄
麓
書
院
を
例
と
し
て
見
る
と
、
王
再
俗
の
「
湾
州
最
麓
山
書
院
記
」
に
、
山
獄
麓
書
院
は
最
初
は
講
堂
し
か
な
か
っ
た
と
記
さ
れ
て
お

り
、
張
拭
の
「
撮
麓
童
日
院
記
」
に
初
め
て
礼
殿
を
造
っ
た
記
述
が
見
え
る
。
つ
ま
り
、
初
期
書
院
〈
北
宋
時
代
〉
は
祭
把
も
講
学
も
同
一

場
所
で
行
っ
た
可
能
性
が
極
め
て
高
い
。
要
す
る
に
、
北
宋
書
院
の
祭
把
は
官
学
の
把
典
を
受
け
継
い
だ
が
、
官
学
の
廟
学
制
度
の
よ
う

に
講
学
空
間
と
祭
把
空
間
を
分
け
る
概
念
が
ま
だ
形
成
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、
書
院
が
廟
学
制
度
を
意
識

し
始
め
た
の
は
南
宋
乾
道
元
年
以
降
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

『
長
沙
府
山
獄
麓
士
山
』
巻
之
三
、
「
書
院
沿
革
〈
旧
士
山
〉
」
に
、
「
紹
鼎
五
年
二
一
九
四
〉
晦
蓄
、
湖
南
を
安
撫
す
る
や
、
随
一
子
を
山
獄
麓
に
興

し
、
更
め
て
書
院
を
爽
喧
の
地
に
建
て
、
前
に
躍
殿
・
沖
池
を
列
し
、
後
に
百
泉
軒
有
ら
し
む
る
こ
と
、
堂
室
二
層
約
百
聞
な
り
o
」
と

あ
る
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
「
沖
池
」
を
造
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
古
来
、
官
学
に
属
す
る
孔
子
廟
の
前
に
沖
池
を
造
る
習
慣
が
あ
っ

た
が
、
書
院
の
前
に
も
沖
池
を
造
る
よ
う
に
な
っ
た
。
礼
殿
を
孔
子
廟
と
は
称
さ
な
い
が
、
記
る
対
象
は
先
聖
孔
子
で
あ
る
。
朱
書
が
造
っ

た
書
院
の
祭
把
空
間
は
以
前
よ
り
充
実
さ
れ
た
様
子
が
見
ら
れ
、
書
院
の
礼
殿
に
沖
池
が
伴
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
但
し
、
変
化
も

見
ら
れ
る
。
張
拭
の
「
獄
麓
書
院
記
」
に
は
、
十
哲
の
塑
像
に
関
す
る
記
載
が
な
く
、
恐
ら
く
、
十
哲
塑
像
が
置
か
れ
な
く
な
っ
た
可
能

性
が
高
い
。
こ
の
よ
う
な
現
象
は
白
鹿
洞
書
院
に
も
確
認
で
き
る
。

白
鹿
洞
書
院
は
巌
麓
書
院
と
と
も
に
北
宋
四
大
書
院
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
そ
の
歴
史
を
遡
る
と
、
唐
の
李
崩
と
そ
の
兄
李
渉
が
と
も
に

隠
居
を
し
た
場
所
に
辿
り
つ
く
。
唐
の
宝
暦
年
間
（
八
二
五
1
八
二
六
三
李
崩
は
江
州
の
刺
史
と
な
り
、
隠
居
す
る
場
所
に
台
樹
を
建
て
、

そ
の
周
囲
に
池
を
と
も
な
っ
た
庭
園
を
造
り
、
洞
名
を
「
白
鹿
」
に
し
た
の
が
由
来
だ
っ
た
。
宋
の
陳
舜
命
は
『
鹿
山
記
』
に
、

南
唐
の
昇
元
中
〈
九
三
七
1
九
四
三
〉
、
洞
に
因
り
て
向
学
館
を
建
て
、
田
を
署
し
て
以
て
諸
生
に
給
す
る
に
、
間
晶
子
者
大
い
に
集
り
、

園
子
監
九
経
李
善
道
を
以
て
洞
、
王
と
為
し
、
以
て
救
授
を
主
ら
し
む
。
保
大
中
（
南
唐
、
九
四
三

1
九
五
七
三
田
を
以
て
徴
士
史

虚
白
に
錫
う
。
虚
白
は
北
海
の
人
、
地
を
鹿
山
に
避
け
、
韓
照
載
其
の
用
う
べ
き
こ
と
を
薦
め
、
元
宗
召
し
て
便
殿
に
至
り
、
訪
う

に
園
事
を
以
て
す
る
も
、
辞
し
て
、
漁
釣
の
人
、
安
く
ん
ぞ
邦
園
の
大
計
を
知
ら
ん
、
と
日
い
、
又
殿
上
に
酔
溺
す
れ
ば
、
元
宗
、

真
の
慮
士
な
り
、
と
日
う
。
因
り
て
田
を
賜
り
て
遣
師
、
せ
し
め
、
の
り
て
其
の
租
を
免
ず
。
虚
白
死
し
て
、
子
孫
租
入
に
困
し
み
、
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其
の
地
を
有
す
る
能
わ
ず
、
遂
に
他
主
に
易
？
っ
）
る
。
成
平
五
年
〈
一

O
O
一
一
〉
、
勅
し
て
重
修
、
せ
し
め
、
の
り
て
宣
聖
十
哲
の

I
l
l
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1（
泊
）

像
を
塑
す
る
も
、
今
鞠
し
て
茂
草
と
為
る
。

と
あ
る
。

陳
舜
命
、
字
は
令
挙
、
北
宋
の
丈
人
で
あ
る
。
彼
は
欧
陽
修
や
蘇
束
壊
、
司
馬
光
等
と
親
交
が
あ
り
、
よ
く
白
い
牛
に
乗
っ
て
江
西
の

鹿
山
を
遊
覧
し
て
い
た
こ
と
か
ら
「
白
牛
居
士
」
と
呼
ば
れ
た
。
『
鹿
山
記
』
に
、
「
戚
平
五
年
、
勅
重
修
、
の
塑
宣
聖
十
哲
之
像
。
」
と

あ
る
よ
う
に
、
成
平
五
年
に
皇
帝
の
勅
令
に
よ
り
白
鹿
洞
書
院
が
再
建
さ
れ
、
昔
と
同
じ
よ
う
に
宣
聖
と
十
哲
の
塑
像
を
作
っ
た
の
で
あ

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
彼
が
見
た
の
は
荒
廃
し
た
地
で
あ
り
、
実
際
に
は
書
院
の
建
物
も
宣
聖
と
十
哲
の
塑
像
も
見
な
か
っ
た
。

真
宗
の
戚
平
三
年
〈
一

0
0
0
〉
に
作
ら
れ
た
王
再
俗
の
「
酒
州
最
麓
山
書
院
記
」
に
「
塑
先
師
・
十
哲
之
像
、
童
七
十
二
賢
0

・・請

闇
水
田
、
供
春
秋
之
穆
実
。
」
等
と
あ
っ
た
が
、
乾
道
元
年
〈
一
一
六
五
〉
に
撮
麓
書
院
を
再
建
す
る
際
に
張
拭
が
書
い
た
「
撮
麓
書
院
記
」

に
は
十
哲
と
釈
実
に
関
す
る
記
述
が
一
切
な
か
っ
た
。
白
鹿
洞
書
院
の
場
合
、
『
鹿
山
記
』
は
一

O
七
四
年
か
ら
一

O
七
五
年
の
聞
に
製

作
さ
れ
た
と
思
わ
れ
、
陳
舜
ム
別
が
鹿
山
を
遊
覧
し
た
際
、
書
院
の
建
築
が
な
く
、
官
一
聖
や
十
哲
の
像
も
残
さ
れ
て
い
な
い
状
況
を
述
べ
た
。

大
中
祥
符
年
間
〈
一

O
O
八
1
一
O
一
六
〉
と
皇
祐
年
間
〈
一

O
四
九
1
一
O
五
四
〉
の
断
片
的
な
書
院
に
関
す
る
記
述
か
ら
書
院
は
何

と
か
教
学
を
続
け
て
い
る
様
子
が
窺
え
る
が
、
祭
把
の
状
況
は
不
明
で
あ
る
。
そ
の
後
、
書
院
に
関
す
る
記
録
は
途
絶
え
て
し
ま
い
、
淳

鼎
六
年
〈
一
一
七
九
）
に
朱
書
が
書
院
を
再
建
す
る
ま
で
の
約
一

O
五
年
の
問
、
荒
廃
し
た
ま
ま
の
状
態
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
期
間

は
短
か
っ
た
が
、
白
鹿
洞
書
院
に
も
十
折
口
の
塑
像
が
設
置
さ
れ
た
の
は
確
か
で
、
少
な
く
と
も
北
宋
戚
平
年
間
〈
九
九
八
1
一
O
O
三〉

ま
で
は
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
も
う
一
つ
注
目
す
べ
き
は
、
朱
書
に
よ
っ
て
再
建
さ
れ
た
白
鹿
洞
書
院
に
あ
っ
た
礼
殿
は
書
院
が
落
成

し
て
か
ら
二
年
後
に
出
来
た
こ
と
で
あ
る
。
十
哲
の
像
が
あ
っ
た
こ
と
も
、
礼
殿
よ
り
も
先
に
書
院
が
あ
っ
た
こ
と
も
、
山
獄
麓
書
院
と
同

じ
と
い
、
つ
こ
と
に
な
る
。

『
江
西
通
士
山
』
巻
二
二
、
書
院
二
に
、
「
〈
淳
照
〉
八
年
〈
一
一
八
ご
辛
丑
、
所
東
提
奉
に
遷
り
、
復
た
銭
三
十
高
を
遣
わ
し
、
知
軍（船）

銭
聞
詩
に
属
し
て
瞳
殿
・
雨
厩
井
び
に
塑
像
を
建
て
し
む
。
後
二
年
、
知
軍
朱
端
章
、
板
壁
を
加
え
、
従
把
の
諸
賢
像
を
槍
か
し
む
己

と
あ
る
よ
う
に
、
白
鹿
洞
書
院
が
完
成
し
た
翌
年
に
礼
殿
と
両
騒
が
建
設
さ
れ
、
塑
像
が
作
ら
れ
、
さ
ら
に
二
年
後
、
木
壁
に
従
把
の
諸
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賢
人
の
絵
が
描
か
れ
た
。

白
鹿
洞
書
院
の
礼
殿
と
書
院
と
の
位
置
関
係
に
つ
い
て
は
、
「
淳
照
壬
寅
、
丈
公
所
東
提
奉
に
赴
き
、
銭
三
十
高
を
以
て
後
守
銭
聞
詩

に
属
し
て
〈
礼
聖
殿
を
〉
室
田
堂
の
西
に
創
建
せ
し
む
o
」
と
い
う
記
載
が
残
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
白
鹿
洞
書
院
の
廟
と
学
の
位
置
関

係
は
「
左
学
右
廟
」
と
な
り
、
山
獄
麓
書
院
の
「
前
廟
後
学
」
と
も
ま
た
異
な
る
配
置
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

四

祭
杷
対
象
の
変
化

以
上
の
考
察
で
白
鹿
洞
書
院
の
礼
殿
に
は
孔
子
と
顔
子
の
塑
像
が
あ
り
、
十
哲
の
絵
が
描
か
れ
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。
北
宋
と
違
っ
て
、

南
宋
の
書
院
に
は
十
哲
の
像
を
置
か
な
く
な
り
、
そ
の
代
わ
り
に
絵
を
描
く
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
孔
子
と
と
も
に
顔
子
を

釈
冥
す
る
こ
と
も
変
化
し
始
め
る
。

遡
っ
て
淳
照
六
年
〈
一
一
七
九
〉
に
南
康
守
と
な
っ
た
朱
書
が
衰
退
し
た
白
鹿
洞
書
院
を
建
て
直
そ
う
と
し
た
時
点
に
戻
ろ
う
。
史
料

に
は
、
「
（
淳
照
六
年
〉
軍
向
学
教
授
楊
君
大
法
・
星
子
牒
令
王
君
仲
傑
に
属
し
て
其
の
事
を
董
せ
し
む
o
」
と
あ
る
。
星
子
県
令
の
王
仲
傑

は
書
院
再
建
の
仕
事
を
引
き
受
け
、
翌
年
の
三
月
に
書
院
が
完
成
さ
れ
た
こ
と
を
先
師
に
告
げ
る
た
め
、
釈
菜
の
礼
が
行
っ
た
。
「
白
鹿

洞
成
告
先
聖
丈
」
に
よ
れ
ば
、
淳
照
七
年
〈
一
一
八
O
）
三
月
十
八
日
、
白
鹿
洞
書
院
が
落
成
を
迎
え
、
朱
書
は
師
生
を
率
い
、
入
学
の

儀
式
を
行
い
、
釈
菜
を
行
っ
て
先
聖
〈
孔
子
〉
と
と
も
に
、
先
師
売
国
公
〈
顔
回
〉
と
都
国
公
〈
孟
子
〉
を
把
る
対
象
と
し
た
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

北
宋
の
書
院
で
は
釈
菜
に
関
す
る
記
録
は
な
か
っ
た
。
書
院
内
に
孟
子
を
祭
把
対
象
と
す
る
の
も
南
宋
に
入
っ
て
か
ら
始
め
て
加
え
ら

れ
た
こ
と
で
あ
る
。
南
宋
の
書
院
祭
把
の
内
容
と
把
る
対
象
は
、
確
実
に
北
宋
と
違
っ
て
き
た
こ
と
が
分
る
。
た
だ
官
学
の
把
典
に
従
う

だ
け
で
独
自
性
を
持
た
な
か
っ
た
書
院
の
祭
把
は
よ
う
や
く
自
分
の
道
を
歩
み
始
め
、
書
院
内
で
孔
子
と
顔
子
以
外
に
孟
子
を
把
る
こ
と

と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
貞
観
二
年
〈
六
二
八
〉
に
「
聖
孔
師
顔
」
の
制
度
が
確
立
さ
れ
、
貞
観
四
年
〈
六
三

O
〉
に
全
国
の
地
方
官
学
で

先
聖
孔
子
と
先
師
顔
回
を
把
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
以
来
、
地
方
官
学
だ
け
で
は
な
く
書
院
も
こ
の
規
制
に
従
い
、
守
り
続
け
て
き
た
。
朱
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高
は
孟
子
を
先
師
と
し
て
祭
把
対
象
に
加
え
た
理
由
を
、
「
惟
れ
〈
都
圏
〉
公
は
命
世
に
し
て
業
を
修
め
、
克
く
聖
惇
を
紹
ぐ
o
」
と
述
べ

た
。
「
命
世
修
業
」
は
、
宋
の
張
載
『
正
蒙
』
の
「
顔
淵
は
師
に
従
い
徳
を
孔
子
の
門
に
進
め
、
孟
子
は
命
世
に
し
て
業
を
戟
園
の
際
に

修
む
。
此
れ
潜
見
の
同
じ
か
ら
ぎ
る
所
以
な
り
o
］
）
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
。
『
論
孟
精
義
』
に
、
「
顔
子
去
聖
人
只
事
髪
問
、
孟
子
大
賢
、

亜
聖
之
次
也
」
、
『
近
思
録
』
巻
一
四
に
、
「
孟
子
没
而
聖
学
不
惇
」
と
あ
る
よ
う
に
、
朱
書
は
孟
子
の
こ
と
を
尊
敬
し
た
。
顔
子
に
続
く

聖
人
に
近
い
者
は
孟
子
で
あ
る
と
考
え
、
孟
子
が
亡
く
な
っ
て
、
聖
学
も
伝
わ
ら
な
く
な
っ
た
と
認
識
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
白
鹿
洞
書
院
に
孔
子
と
顔
子
以
外
に
孟
子
を
把
る
こ
と
は
朱
書
の
主
張
に
よ
る
も
の
な
の
で
あ
る
。

五

朱
裏
と
福
建
の
竹
林
精
舎

朱
喜
小
が
局
面
を
変
え
た
。
白
鹿
洞
書
院
で
の
祭
把
対
象
の
変
更
は
書
院
祭
記
に
と
っ
て
革
新
的
な
行
為
だ
っ
た
。
書
院
は
朱
書
の
祭
把

に
対
す
る
構
想
が
具
体
化
で
き
る
場
所
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
書
院
は
も
は
や
た
だ
単
に
儒
学
を
伝
授
す
る
だ
け
の
場
所
で

は
な
く
な
り
、
道
統
を
形
に
し
て
儒
学
を
伝
承
し
て
い
く
の
に
最
も
適
し
た
場
所
た
ら
し
め
ん
と
す
る
期
待
が
寄
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

紹
照
五
年
二
一
九
四
〉
一
一
一
月
、
福
建
に
帰
っ
た
朱
書
は
新
た
に
書
院
を
造
ろ
う
と
し
た
が
、
「
書
院
」
の
名
を
付
け
ず
に
「
竹
林
精
舎
」

と
命
名
す
る
こ
と
に
し
た
。
こ
こ
は
い
わ
ば
住
居
を
兼
ね
自
由
に
講
学
も
で
き
る
私
的
な
空
間
で
あ
り
、
規
模
が
小
さ
く
家
塾
的
な
も
の

だ
が
、
彼
の
思
い
が
詰
ま
っ
た
理
想
的
な
祭
把
空
間
が
実
現
で
き
る
「
書
院
」
で
あ
っ
た
。

書
院
の
完
成
に
伴
い
、
竹
林
精
舎
の
講
堂
で
釈
菜
を
行
っ
た
。
、
王
把
を
孔
子
と
し
、
配
享
を
顔
回
・
曾
子
・
子
思
・
孟
子
と
し
た
。
そ

し
て
、
周
漉
渓
・
程
明
道
・
程
伊
川
・
部
康
節
・
司
馬
温
公
・
張
横
渠
・
李
延
平
の
七
人
が
従
杷
と
し
て
把
ら
れ
て
い
る
。
『
朱
子
語
類
』

巻
九
O
、
礼
七
、
祭
に
、

新
書
院
告
成
し
、
明
日
、
先
聖
先
師
を
把
ら
ん
と
欲
す
る
に
、
古
、
韓
菜
の
躍
有
り
、
約
し
て
行
う
べ
く
ん
ば
、
遂
に
『
五
瞳
新
儀
』

を
検
べ
、
其
の
要
を
具
え
る
者
以
て
呈
せ
し
む
。
先
生
終
日
役
を
董
し
、
夜
踊
れ
ば
即
ち
諸
生
と
瞳
儀
を
掛
酌
す
。
難
鳴
に
起
き
、

平
明
に
書
院
に
往
き
、
属
事
未
だ
備
わ
ら
、
ざ
る
を
以
て
、
講
堂
の
躍
に
就
く
。
官
一
聖
像
、
中
に
居
り
、
売
国
公
顔
氏
・
郎
侯
曾
氏
・

-78一



肝
水
侯
孔
氏
・
都
圏
公
孟
氏
、
西
向
し
て
北
上
に
配
す
。
〈
並
び
に
紙
牌
子
な
り
。
〉
漉
渓
周
先
生
（
束
ご
・
明
道
程
先
生
〈
西
ご
・

伊
川
程
先
生
〈
東
一
一
〉
・
康
節
部
先
生
〈
西
一
一
〉
・
司
馬
温
園
丈
正
公
〈
東
一
三
・
横
渠
張
先
生
〈
西
二
一
〉
・
延
平
李
先
生
〈
東
四
〉
従

（必）

把
す
。
〈
亦
紙
牌
子
な
り
。
〉
並
び
に
地
に
設
く
。

と
あ
る
。
あ
え
て
塑
像
を
置
か
ず
に
「
紙
牌
子
」
に
し
た
の
は
、
当
時
通
行
の
『
政
和
五
礼
祭
杷
新
儀
』
に
矛
盾
や
疑
問
を
感
じ
、
『
周
礼
』
・

『
儀
礼
』
・
『
開
元
礼
』
等
の
古
礼
か
ら
模
索
や
推
献
を
繰
り
返
し
な
が
ら
捻
出
し
た
改
善
案
の
試
行
で
あ
り
、
か
つ
て
白
鹿
洞
書
院
で
孔

子
と
顔
子
の
塑
像
を
造
ら
ず
に
位
牌
を
置
く
と
い
う
提
案
が
周
囲
に
反
対
さ
れ
、
や
む
を
得
ず
妥
協
し
て
塑
像
を
造
っ
た
こ
と
で
味
わ
っ

た
屈
辱
感
を
払
拭
す
る
た
め
で
も
あ
っ
た
。

祭
把
対
象
に
関
し
て
は
、
配
享
を
白
鹿
洞
書
院
で
把
っ
た
顔
子
と
孟
子
の
ほ
か
、
曾
子
と
子
思
を
加
え
た
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
「
恭

し
く
惟
う
に
、
道
統
、
遠
く
は
義
軒
白
り
、
厭
の
大
成
を
集
む
る
は
、
允
に
元
聖
（
孔
子
）
に
属
す
。
古
を
述
べ
訓
を
垂
れ
、
高
世
程
を

作
り
、
其
の
徒
を
三
千
に
し
、
化
す
る
こ
と
時
雨
の
若
し
。
維
だ
顔
〈
顔
子
〉
・
曽
〈
曾
子
〉
氏
、
惇
え
て
其
の
宗
を
得
、
思
（
子
思
〉

I
l
l
I
l
l
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
5）
 

及
び
輿
〈
子
輿
H

孟
子
）
に
逮
び
、
益
ま
す
以
て
光
大
な
り
o
」
と
述
べ
る
。
こ
れ
こ
そ
は
、
朱
書
が
最
初
に
考
案
し
た
道
統
の
基
本
構

図
に
他
な
ら
な
い
。

従
把
の
対
象
に
は
北
宋
の
道
学
の
創
始
者
と
さ
れ
北
宋
五
子
と
も
呼
ば
れ
る
周
敦
願
・
程
顕
・
程
願
・
部
落
・
張
載
と
司
馬
光
の
六
人

が
充
て
ら
れ
、
さ
ら
に
、
朱
書
は
自
分
の
師
で
あ
る
李
伺
を
加
え
た
。
熊
禾
は
こ
れ
に
対
し
、

丈
公
、
六
君
子
を
賛
ず
る
は
、
乃
ち
其
の
一
時
の
先
哲
を
景
行
す
る
の
盛
心
に
し
て
、
竹
林
の
嗣
、
延
平
先
生
を
増
し
て
七
賢
と
為

す
は
、
又
以
て
其
の
平
生
師
停
を
尊
敬
す
る
の
意
を
致
す
な
り
。

と
述
べ
る
。
北
宋
の
思
想
学
術
を
代
表
す
る
先
哲
を
景
仰
す
る
心
と
自
分
に
学
聞
を
教
え
た
師
を
尊
敬
す
る
意
を
祭
把
に
よ
っ
て
去
す
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
朱
書
が
提
言
し
た
こ
の
書
院
祭
把
か
ら
「
道
統
」
と
「
師
道
」
の
二
つ
の
要
素
が
備
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
彼
が

考
え
た
道
統
の
理
想
図
が
完
成
す
る
こ
と
と
な
る
。

孔
子
を
中
心
と
す
る
従
来
の
儒
学
を
伝
承
す
る
メ
ン
バ
ー
と
北
宋
五
子
・
司
馬
光
に
始
ま
り
南
宋
の
朱
書
に
至
る
ま
で
の
新
し
い
儒
学

と
を
結
合
し
て
一
つ
の
道
統
が
完
成
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
朱
書
が
考
え
た
道
統
は
あ
く
ま
で
も
私
的
な
見
解
に
過
ぎ
ず
、
（
日
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学
が
絶
対
的
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
国
家
の
把
典
で
あ
る
こ
と
と
は
異
な
り
、
誰
し
も
同
様
に
課
さ
れ
る
義
務
で
は
な
い
。
例
え
ば
、

（印）

先
聖
先
師
十
哲
を
祭
把
対
象
と
す
る
元
代
に
造
ら
れ
た
儒
林
書
院
（
湖
南
〉
は
、
旧
制
度
に
従
い
孔
子
と
そ
の
弟
子
を
祭
記
す
る
。
ま
た
、

『
重
修
撮
麓
書
院
図
志
』
巻
之
一
に
あ
る
「
道
統
図
」
を
見
る
と
、
「
孔
子
曾
子
子
思
孟
子
・
・
・
」
と
な
っ
て
お
り
、
顔
子
が
抜

け
て
い
る
こ
と
が
分
る
。
図
の
次
に
収
め
ら
れ
た
「
聖
学
統
宗
」
に
は
、
こ
の
「
道
統
図
」
の
論
拠
と
し
て
「
孔
子
没
、
曾
子
濁
得
其
惇
、

惇
之
子
思
・
・
」
と
明
記
す
る
『
宋
史
』
道
学
伝
冒
頭
部
分
が
引
用
さ
れ
て
お
り
、
明
代
の
山
獄
麓
書
院
で
は
顔
子
は
道
統
に
入
れ
ら
れ
て
お

ら
ず
、
祭
把
対
象
と
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
朱
書
が
行
っ
た
よ
う
に
信
奉
実
践
す
る
学
聞
と
人
物
を
祭
把
対
象
に
す
れ
ば
、

同
じ
士
山
を
持
つ
者
が
集
ま
り
、
学
派
が
形
成
さ
れ
る
。
書
院
で
行
う
祭
把
が
信
奉
す
る
学
問
の
伝
承
ル

I
ト
を
明
示
す
る
働
き
を
持
つ
こ

と
は
確
か
で
あ
る
。

北
宋
の
書
院
は
官
学
が
持
つ
祭
把
機
能
が
附
与
さ
れ
る
と
、
学
校
と
し
て
展
開
し
た
。
つ
ま
り
、
祭
把
と
は
官
学
と
書
院
の
両
者
の
聞

に
立
つ
「
媒
介
」
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
書
院
が
学
校
と
し
て
成
り
立
つ
最
大
の
理
由
は
官
学
か
ら
祭
把
機
能
を
分
与
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

書
院
に
と
っ
て
祭
把
は
重
要
な
機
能
で
あ
り
、
官
学
が
依
拠
す
る
国
家
把
典
と
干
渉
し
あ
い
な
が
ら
形
を
変
え
て
い
く
が
、
そ
の
変
革
の

最
大
の
も
の
は
朱
書
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
。
換
言
す
れ
ば
、
書
院
祭
杷
は
朱
書
に
よ
っ
て
独
自
性
を
持
ち
始
め
た
の
で
あ
る
。
そ
し

て
、
朱
書
が
主
張
す
る
「
道
統
」

H

「
四
配
」
〈
顔
子
・
曾
子
・
子
思
・
孟
子
の
四
人
を
配
享
と
し
て
把
る
〉
の
祭
把
は
や
が
て
朝
廷
に

認
め
ら
れ
、
官
学
に
採
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
れ
ん
叩
）
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
派
と
関
係
す
る
人
物
を
把
る
対
象
に
す
る
こ
と
と
、
書
院
で
自

分
の
師
を
把
る
こ
と
と
は
、
書
院
祭
把
の
特
徴
と
な
る
の
で
あ
る
。

〔注〕
（1
）
部
洪
波

「中
国
書
院
申
己
（
台
北
、
台
湾
大
学
出
版
中
心
、
二
C
C
五
年
）
「
書
院
的
基
本
規
制
輿
六
大
事
業
」
、
二

O
一
頁
を
参
照
。

（2
）
高
明
士
「
陪
唐
廟
学
制
度
的
成
立
与
道
統
的
関
係
」
（
「国
立
台
湾
大
学
歴
史
学
系
学
報
』
九
、
一
九
八
二
年
）
の
九
三
頁
に
基
づ
く
田
中
俊
行
「
中

国
教
育
行
政
史
研
究
｜
因
子
監
成
立
史
に
お
け
る
教
育
行
政
の
独
立
に
つ
い
て
」
（
「東
京
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
紀
要
』
一
一
一
入
、

一
九
九
八
年
）

に
お
け
る
「
廟
学
制
」
に
対
す
る
解
釈
。
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（3
）
高
明
士

「中
国
中
古
的
教
育
与
学
礼
』
（
台
北
、
台
湾
大
学
出
版
中
心
、
二

C
O
五
年
）
、
六
0
・
六
一
頁
を
参
照
。

（4
）
高
明
士
「
廟
学
与
東
亜
伝
統
教
育
」
（
「唐
研
究
』
第
一

O
巻
、
北
京
大
学
、
二

0
0
四
年
）
、
二
二
七
1
二
五
六
頁
。

（5
）
高
明
士

「中
国
中
古
的
教
育
与
学
礼
』
、
六
二
・
六
三
百
五
参
照
。

6
）
高
明
士

「中
国
中
古
的
教
育
与
学
礼
』
、
六
三
頁
。

（7
）
高
明
士

「中
国
中
古
的
教
育
与
学
礼
』
、
六
三
百
（
0

（8
）
（
唐
）
長
孫
無
忌
等

「陪
童
日
』
（
北
京
、
中
華
書
局
、
一
九
七
三
年
）
巻
九
、
礼
儀
志
四
、
「
陪
制
、
園
子
土
寸
毎
歳
以
四
仲
月
上
丁
緯
実
於
先
聖
先
師
、

年
別
一
行
郷
飲
酒
穫
。
州
郡
準
則
以
春
秋
仲
月
四
拝
堂
〈
、
州
郡
牒
亦
毎
年
於
的
晶
子
一
行
郷
飲
酒
種
。
」

（9
）
（
元
）
徐
碩

「至
元
嘉
禾
志
』
（
「四
庫
全
童
日
』
文
淵
関
本
、
景
印

「文
淵
閣
四
庫
全
書
』
、
台
湾
商
務
印
書
館
、

以
崇
先
聖
、
準
以
明
人
倫
。
郡
口
巴
廟
撃
、
大
備
於
唐
o
」

一
九
八
六
年
）
巻
七
、
学
校
、
「
廟

（
叩
）
（
唐
）
王
淫

「大
声
口
郊
記
録
』
（
適
園
叢
書
所
収
本
、
北
京
、
民
族
出
版
社
、
二

0
0
0年
）
巻
一

O
、
文
宣
王
廟
、
「
其
廟
在
長
安
子
城
安
上
門
街

道
東
務
門
坊
。
洛
陽
在
長
楽
坊
。

其
廟
屋
四
柱
七
問
、
前
面
雨
階
、
堂
高
三
尺
五
寸
、
｛
呂
垣
周
之
。
南
面
一
屋
三
問
、
外
有
十
戟
罵
。
東
面
一
屋
一
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門
。
其
太
拳
講
論
之
堂
、
在
廟
垣
之
西
o
」

（
日
）
高
明
士

「中
国
中
古
的
教
育
与
学
礼
』
、
六
六
頁
。

（
ロ
）
高
明
士
氏
の
論
に
よ
る
と
、
「
左
廟
右
学
」
と
い
う
ス
タ
イ
ル
を
採
用
し
た
理
由
は
不
明
だ
が
、
恐
ら
く

「周
礼
』
の
「
左
宗
廟
、
右
社
稜
」
に
基

づ
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
れ
は
陳
繋
氏
が
「
左
を
尚
ぴ
、
南
向
す
る
を
正
穫
と
為
す
。
（
尚
左
、
南
向
為
正
種
。
）
」
（
買
公
彦
疏
）
を
踏
ま
え
て
提

出
し
た
「
尊
貴
者
は
南
向
し
左
を
上
位
と
す
る
の
が
正
式
の
礼
で
あ
り
、
周
制
に
発
す
る
o

（
尊
者
南
向
、
上
左
、
是
為
正
種
、
源
於
周
制
ご
と
す

る
説
に
賛
同
し
て
の
も
の
で
あ
る
。
高
明
士

「中
国
中
古
的
教
育
与
学
礼
』
、
六
六
頁
を
参
照
。

（
日
）
李
正
字

「古
本
敦
燈
郷
土
志
人
種
隻
証
』
（
台
北
、
新
丈
豊
出
版
、

一
九
九
八
年
）
附
載
｜
古
本
敦
僅
郷
土
志
影
本
（
人
種
）
、
四
O
三
頁
、
「
州
拳

／
右
、
在
城
内
、
在
州
西
三
百
歩
。
其
的
晶
子
院
内
、
東
府
又
先
聖
太
師
廟
、
堂
内
有
素
先
聖
及
先
師
顔
子
之
像
。
春
秋
二
時
実
祭
。
／
牒
皐
／
右
、
在

州
島
一
面
、
連
院
。
其
院
中
東
府
有
先
聖
太
師
廟
、
堂
内
有
素
先
聖
及
先
師
顔
子
之
像
。
春
秋
二
時
実
祭
。
」

（
日
）
（
宋
）
李
靖
徳
編

「朱
子
語
類
』
（
北
京
、
中
華
書
局
、

一
九
八
六
年
）
巻
九
O
、
礼
七
、
祭
、
「
問
、
大
成
殿
又
却
在
的
学
之
西
、
莫
是
尊
右
之
義
否
。



目
、
未
知
初
意
如
何
、
本
朝
因
仰
奮
制
、
反
更
率
略
、
較
之
唐
制
尤
没
理
舎
、
唐
制
尤
有
近
古
慮
、
猶
有
僚
理
可
観
o
」

（
日
）
高
明
士

「中
国
中
古
的
教
育
与
学
礼
』
、
六
六
・
六
七
頁
、
「
唐
・
宋
廟
位
不
問
、
或
許
正
説
明
雨
代
尊
尚
之
差
異
、
然
以
廟
之
所
在
為
尊
、
則
無

二
致
。
学
校
園
地
以
廟
之
所
在
為
尊
、
正
説
明
学
校
的
中
心
地
置
於
聖
廟
。
直
至
今
日
、
台
湾
所
見
的
伝
統
学
校
（
含
書
院
）
、
猶
以
廟
之
所
在
地

為
尊
、
韓
園
・
日
本
所
見
亦
同
o
」

（
凶
）
「
湾
州
岳
麓
山
書
院
記
」
は
王
百
円
俗
の
詩
文
集

「小
畜
集
』
に
載
る
碑
記
で
あ
る
。
王
百
円
俗
、
字
は
元
之
、
北
宋
の
文
人
で
あ
る
。
「
湾
州
岳
麓
山

書
院
記
」
の
最
後
に
「
大
宋
成
平
三
年
某
月
日
記
」
と
書
か
れ
て
い
る
ご
と
か
ら
、
と
の
碑
記
は
宋
の
真
宗
の
成
平
三
年
（
一

C
C
C
）
に
完
成
さ

れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
げ
）
（
宋
）
王
百
円
俗
「
湾
州
裁
麓
山
書
院
記
」
、

「小
畜
集
』
巻
一
七
（
「四
庫
全
書
』
文
淵
閤
本
）
、
「
諸
生
逃
解
、
六
籍
散
亡
、
弦
歌
絶
音
、
狙
豆
無
視
o
」

（
日
目
）
（
宋
）
王
百
円
俗
「
揮
州
獄
麓
山
書
院
記
」
、
「
塑
先
師
・
十
哲
之
像
、
書
一
七
十
二
賢
、
華
衰
珠
流
、
縫
披
章
甫
、
畢
按
奮
制
、
僚
然
如
生
。
請
閥
水
田
、

供
春
秋
之
穆
実
o
」

（
凶
）
（
唐
）
玄
宗
勅
撰

「大
唐
六
典
』
（
広
池
千
九
郎
校
注
・
内
田
智
雄
補
訂
、

一
九
七
三
年
刊
行

「広
池
本
』
影
印
本
、
西
安
、
三
秦
出
版
、

九
九
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五
年
）
巻
四
、
嗣
部
郎
中
、
員
外
郎
、
「
凡
祭
杷
之
名
有
因
。

一
日
記
天
神
、
二
日
祭
地
祇
、
三
日
享
人
鬼
、
四
日
程
実
子
先
聖
先
師
o
」

（却）

「大
唐
六
典
』
巻
四
、
耐
部
郎
中
、
員
外
郎
、
「
凡
州
牒
皆
置
孔
宣
父
廟
、
以
顔
回
配
五
局
、
仲
春
上
丁
州
牒
官
行
程
実
之
種
、
仲
秋
上
丁
亦
如
之
o
」

幻
）
（
元
）
脱
脱
等

「宋
史
」
（
北
京
、
中
華
書
局
、

一
九
八
五
年
）
巻
九
八
、
礼
志
一
、
「
撰

「開
賓
通
穫
』
二
百
巻
、
本
唐

「開
元
種
』
而
損
益
之
o
」

（幻）

「朱
子
語
類
』
巻
八
四
、
「
論
後
世
礼
書
」
、
「
「開
賓
穫
』
全
健
是

「開
元
種
』
、
但
略
改
動
o
」

（
お
）
（
唐
）
粛
嵩
等

「大
唐
開
元
礼
』
（
北
京
、
民
族
出
版
社
、
二
C
C
C年
）
巻
第
一
、
序
列
上
、
神
位
、
「
仲
春
仲
秋
上
丁
稗
実
於
太
撃
。
孔
宣
父
為

先
聖
、
顔
子
為
先
師
。
（
由
什
伯
牛
・
・
（
中
略
）
・
・
沼
筒
等
従
杷
）
右
新
加
七
十
二
弟
子
之
名
、
品
跡
準
奮
種
為
｛
疋
o
」

（
弘
）
同
右
巻
六
九
、
吉
礼
、
諸
州
釈
実
於
孔
宣
父
、
及
び
巻
七
二
、
士
口
礼
、
諸
県
釈
実
於
孔
宣
父
と
も
に
、
「
本
師
帥
掌
事
者
、
設
先
霊
神
席
於
堂
上
西

極
聞
東
向
、
設
先
師
神
席
於
先
聖
神
席
東
北
南
向
、
席
皆
以
莞
o
」
と
あ
る
。

（
お
）
（
元
）
脱
脱
等

「宋
史
』
巻
一

O
五
、
礼
志
八
、
文
宣
王
廟
、
「
至
聖
文
宣
王
唐
開
元
末
升
為
中
桐
、
設
従
記
、
穫
令
婿
三
公
行
事
。
朱
梁
喪
乱
、

従
把
遂
陵
、
後
唐
長
興
二
年
、
の
復
従
記
、
周
額
徳
二
年
、
別
管
因
子
監
置
挙
人
中
町
宋
因
増
情
之
、
塑
先
聖
亜
聖
十
折
口
像
、
董
七
十
二
賢
及
先
儒
二



十
一
人
像
子
東
西
廃
之
木
壁
、
太
祖
親
撰
先
聖
・
亜
聖
賛
、
十
哲
以
下
命
文
臣
分
賛
之
o
」

（お）

「宋
史
』
巻
一

O
五
、
礼
志
入
、
文
宣
王
廟
、
「
「照
寧
把
儀
』
十
哲
皆
為
従
記
、
惟
州
際
担
押
盆
〈
未
載
、
請
自
今
二
京
及
諸
州
春
秋
緯
実
、
並
準

「配…

寧
杷
儀
』
詔
封
孟
朝
都
圏
公
o
」

（
幻
）
王
百
円
俗
「
昆
山
県
新
修
文
宣
王
廟
記
」
、

「小
畜
集
』
巻
一
六
、
「
乃
像
素
王
被
華
奈
垂
珠
統
王
者
之
制
彰
失
、
乃
状
十
折
口
冠
章
甫
衣
縫
披
儒
者
之
服

備
失
、
廟
之
興
也
、
既
如
彼
像
之
設
也
、
又
如
此
卑
上
丁
之
長
、
行
棒
盆
〈
之
種
。
」

（
お
）
乾
興
元
年
（
一

O
二
二
）
以
降
、
朝
廷
は
よ
う
や
く
地
方
官
学
の
設
立
を
許
可
し
た
。
ま
た
北
宋
官
学
の
分
布
に
つ
い
て
調
査
し
た
結
果
、
大
中

祥
符
四
年
（
一

O
二
）
前
に
設
立
さ
れ
た
地
方
官
学
は
た
だ
十
四
箇
所
し
か
な
い
。
地
方
官
学
は
殆
ん
ど
江
西
・
安
徽
・
漸
江
・
江
蘇
・
広
西
等

の
地
域
に
集
中
し
て
、
湖
南
地
域
は
衡
州
の
州
学
一
箇
所
の
み
と
な
る
。
李
兵

「書
院
教
育
与
科
挙
関
係
研
究
』
（
台
北
、
台
湾
大
学
出
版
中
心
、

二
C
C
五
年
）
、
三
八
1
一
一
一
九
・
四
二
頁
を
参
照
。

m
U
）
「論
語
』
（
「十
三
経
注
疏
』
、
中
華
書
局
、

一
九
八
O
年
）
先
進
出
一
、
「
従
我
於
陳
察
者
、
皆
不
及
門
也
o

徳
行
、
顔
淵
・
関
子
寮
・
由
什
伯
牛
・
仲
弓
。

（
却
）
（
唐
）
李
元
瑳
「
顔
子
当
設
坐
像
並
升
四
折
口
奏
」
、
（
清
）
董
詰
等
編

「全
唐
文
』
（
北
京
、
中
華
書
局
、

一
九
八
五
年
）
巻
三
O
四
所
収
。
（
宋
）
王
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言
語
、
宰
我
・
子
貢
o

政
事
、
市
丹
有
・
季
路
。
丈
島
干
、
子
治
伽
・
子
夏
o
」

浮

「唐
会
要
』
（
上
海
、
上
海
古
籍
出
版
社
、

一
九
九
一
年
）
巻
三
五
、
「
褒
崇
先
聖
（
先
師
己
下
附
）
」
・
「全
唐
文
』
に
載
る
の
は
全
文
で
あ
る
。

「通

血
〈
』
（
中
華
書
局
、

一
九
八
四
年
）
巻
五
三
、
「
孔
子
嗣
」
、

「旧
唐
書
』
（
（
中
華
書
局
、

一
九
七
五
年
）
）
巻
二
四
「
礼
儀
士
ル
」
及
び

「新
唐
書
』
（
中

華
書
局
、

一
九
七
五
年
）
巻
一
五
「
礼
楽
志
」
等
が
載
せ
る
の
は
節
略
し
た
も
の
で
あ
る
。

（訂）

「唐
会
市
左
巻
三
五
「
学
校
」
、
「
顔
回
等
十
哲
、
宜
為
坐
像
、
悉
令
従
記
。
曾
参
大
孝
、
徳
冠
同
列
、
特
為
塑
像
、
坐
於
十
哲
之
次
、
因
園
董
七
十

弟
子
及
二
十
二
賢
於
廟
壁
上
、
以
顔
子
亜
聖
親
為
製
賛
童
日
於
石
、
の
令
嘗
朝
文
士
分
為
之
賛
題
其
壁
罵
o
」

（明記）

「旧
唐
童
旦
巻
二
四
、
礼
儀
志
四
、
釈
実
、
「
固
形
於
壁
、
兼
為
立
賛
、
庶
敦
勘
儒
o
」

（お）

「宋
史
』
巻
一

O
五
、
礼
志
八
、
文
宣
王
廟
の
項
を
参
照
。

（泊）

「旧
唐
童
旦
巻
二
四
、
礼
儀
志
四
、
釈
実
、
「
自
今
己
後
雨
京
園
子
監
夫
子
皆
南
面
而
坐
、
十
哲
等
東
西
列
侍
、
天
下
諸
州
亦
准
此
o
」

（
お
）
（
清
）
越
寧
纂
修

「長
沙
府
獄
麓
志
』
（
清
康
照
二
十
六
年
鏡
水
堂
本
影
印
、

「中
国
歴
代
書
院
志
』
四
、

一
九
九
五
）
巻
之
三
、
「
旧
志
聖
廟
図
説
」
、



「
宋
初
僅
有
書
院
、
至
乾
道
時
劉
安
撫
於
書
院
前
始
創
穫
殿
、
中
肖
閥
里
聖
賢
像
、
列
給
七
十
子
、
前
為
抽
汁
池
・
苑
門
・
撞
星
門
、
白
是
晦
惹
先
生

更
建
書
院
如
奮
制
、
而
穫
殿
則
五
問
也
o
」

（お）

「長
沙
府
獄
麓
志
』
巻
之
三
、
「
旧
志
聖
廟
図
説
」
、
「
乾
道
改
元
湖
南
安
撫
劉
瑛
創
新
院
為
屋
五
十
極
、
内
設
穫
殿
、
肖
聖
像
、
加
蔵
書
閣
・
o
」

（
幻
）
（
宋
）
張
拭
「
獄
麓
書
院
記
」
、

「湖
広
通
士
、
』
（
「四
庫
全
童
日
』
文
淵
閤
本
）
巻
一

O
六
、
雲
文
志
、
記
、
「
為
屋
五
十
極
、
大
抵
悉
還
奮
規
、
肖
閥

里
先
聖
像
於
殿
中
、
列
給
七
十
子
、
而
加
戴
童
日
閣
於
堂
之
北
o
」

（お）

「長
沙
府
獄
麓
志
』
巻
之
三
、
「
書
院
沿
革
（
旧
志
）
」
、
「
紹
照
五
年
、
晦
竜
安
撫
湖
南
、
興
息
子
裁
麓
、
更
建
書
院
於
爽
埠
之
地
、
前
列
穫
殿
・
沖
池
、

後
有
百
泉
軒
、
堂
室
二
層
約
百
問
。
」

（
ぬ
）
（
宋
）
陳
舜
命

「鹿
山
記
』
（
「四
庫
全
童
日
』
文
淵
閣
本
）
巻
二
寸
「
南
唐
昇
元
中
、
因
洞
建
的
学
館
、
署
回
以
給
諸
生
、
的
学
者
大
集
、
以
園
子
監
九
経

李
主
口
道
為
洞
主
、
以
主
数
授
。
保
大
中
、
以
田
錫
徴
士
史
虚
白
。
虚
白
北
海
人
、
避
地
塵
山
、
韓
配
…
載
薦
其
可
用
、
元
宗
召
至
便
殿
、
訪
以
園
事
、

辞
日
漁
釣
之
人
、
安
知
邦
園
大
計
、
又
醇
溺
殿
上
。
元
宗
目
、
真
庭
士
也
o

因
賜
回
遣
婦
、
の
免
其
租
。
虚
白
死
、
子
孫
困
於
租
入
、
不
能
有
其
地
、
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遂
易
他
主
失
。
成
平
五
年
勅
重
修
、
の
塑
宣
聖
十
哲
之
像
、
今
鞠
為
茂
草
o
」

（
ω）
「江
西
通
志
』
（
「四
庫
全
書
』
文
淵
閣
本
）
巻
二
二
、
書
院
二
、
「
八
年
辛
丑
、
遷
漸
東
提
皐
復
遺
銭
三
十
高
、
田
明
知
軍
銭
聞
詩
建
穫
殿
・
雨
廃
井

塑
像
。
後
二
年
、
知
軍
朱
端
章
、
加
板
壁
、
給
従
把
諸
賢
像
o
」

（
引
）
（
明
）
鄭
廷
鵠

「白
鹿
洞
志
』
（
明
嘉
靖
刊
本
、

「白
鹿
洞
書
院
古
志
五
種
』
上
、

一
九
九
五
年
）
巻
之
二
、
童
日
院
沿
革
、
大
成
殿
、
「
淳
照
壬
寅
、

文
公
赴
湖
東
提
率
、
以
銭
三
十
高
層
明
後
守
銭
聞
詩
創
建
於
童
日
堂
之
西
o
」

（
位
）
（
宋
）
呂
祖
謙
「
鹿
洞
書
院
記
」
、
（
清
）
毛
徳
埼

「白
鹿
書
院
志
』
（
清
康
照
刊
本
、

「白
鹿
洞
書
院
古
志
五
種
』
下
、
一
九
九
五
年
）
巻
一
一
一
、
「
属

軍
的
学
教
授
楊
君
大
法
、
星
子
際
令
王
君
仲
傑
董
其
事
。
」

（
必
）
（
宋
）
朱
烹
「
白
鹿
洞
成
告
先
聖
文
」
、

「晦
庵
集
」
（
「四
庫
全
童
日
』
文
淵
閤
本
）
巻
八
六
、
祝
文
、
「
淳
照
七
年
歳
次
庚
子
一
一
一
月
発
丑
十
八
日
、
・
・
（
中

略
）
・
・
敢
率
賓
佐
合
師
生
、
恭
修
担
草
木
之
種
、
以
見
於
先
聖
、
以
先
師
克
園
公
先
師
都
圏
公
配
尚
饗
o
」

（
叫
）
（
宋
）
朱
烹
「
白
鹿
洞
成
告
先
師
文
」
、

「晦
庵
集
』
巻
八
六
、
祝
文
、
「
都
圏
命
世
修
業
、
克
紹
聖
惇
o
」

（
必
）
（
宋
）
張
載

「正
蒙
』
、

「張
子
全
書
』
（
「四
庫
全
書
』
文
淵
関
本
）
巻
三
、
三
十
篇
第
十
一
、
「
顔
淵
従
師
進
徳
於
孔
子
之
門
、
孟
子
命
世
修
業
於



戦
園
之
際
。
此
所
以
潜
見
之
不
同
o
」

（必）

「朱
子
語
類
』
巻
九
O
、
礼
七
、
祭
、
「
新
書
院
告
成
、
明
日
欲
杷
先
聖
先
師
、
士
口
有
担
草
木
之
種
、
約
而
可
行
、
遂
検
五
種
新
儀
、
令
具
其
要
者
以
呈
。

先
生
終
日
董
役
、
夜
帰
即
興
諸
生
割
酌
穫
儀
。
難
鳴
起
、
平
明
往
書
院
、
以
聴
事
未
備
、
就
講
堂
種
。
宣
聖
像
居
中
、
完
園
公
顔
氏
・
郎
侯
曾
氏
・

叫
川
水
侯
孔
氏
・
都
圏
公
孟
氏
西
向
配
北
上
。
（
並
紙
牌
子
。
）
凍
渓
周
先
生
（
東
一
）
・
明
道
程
先
生
（
西
一
）
・
伊
川
程
先
生
（
東
一
一
）
・
康
節
部
先

生
（
西
一
一
）
・
司
馬
温
園
文
正
公
（
束
三
）
・
横
渠
張
先
生
（
西
三
）
、
延
平
李
先
生
（
東
四
）
従
記
。
（
亦
紙
牌
子
。
）
並
設
於
地
o
」

（
門
出
）
（
宋
）
朱
宣
白
川
「
治
洲
精
舎
告
先
聖
文
」
、

「晦
庵
集
」
巻
八
六
、
祝
文
、
「
恭
惟
道
統
、
遠
白
義
軒
、
集
厭
大
成
、
允
属
元
聖
。
述
古
垂
訓
、
高
世
作
程
、

三
千
其
徒
、
化
若
時
雨
。
維
顔
・
曽
氏
、
惇
得
其
宗
、
逮
思
及
輿
、
益
以
光
大
o
」

（
川
叩
）
（
宋
）
朱
宣
白
川
「
治
洲
精
舎
告
先
聖
文
」
に
、
「
時
厭
の
後
白
り
、
口
耳
、
真
を
失
い
、
千
有
絵
年
に
し
て
、
乃
ち
縫
有
り
と
日
う
。
周
程
授
受
し
て
、

高
理
原
を
一
に
し
、
部
と
日
い
張
と
日
い
て
、
愛
に
司
馬
に
及
ぶ
0

的
学
、
轍
を
殊
に
す
と
難
も
、
道
は
則
ち
婦
を
同
じ
く
す
。
（
白
時
厭
後
、
口
耳

失
真
、
千
有
絵
年
、
乃
日
有
継
。
周
程
授
受
、
高
理
一
原
、
日
部
日
張
、
愛
及
司
馬
。
的
晶
子
難
殊
轍
、
道
則
同
時
。
ご
と
あ
る
。

而
竹
林
之
嗣
、
増
延
平
先
生
為
七
賢
、
又
以
致
其
平
生
尊
敬
師
偉
之
音
品
0

」
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（
川
叩
）
（
宋
）
熊
禾
「
三
山
郡
津
五
賢
耐
記
」
、

「勿
軒
集
』
（
「四
庫
全
童
日
』
文
淵
閣
本
）
巻
二
、
記
、
「
文
公
賛
六
君
子
、
乃
其
一
時
景
行
先
哲
之
盛
心
。

（印）

「湖
広
通
志
』
（
「四
庫
全
童
日
』
文
淵
閣
本
）
巻
一

O
七
、
雲
文
志
、
記
、
元
、
に
、
「
儒
林
書
院
記
」
が
あ
る
。

（
日
）
（
明
）
陳
論

「重
修
獄
麓
書
院
図
志
』
十
巻
。
（
万
暦
二
十
二
年
二
五
九
四
）
刊
本
、
台
湾
国
家
図
書
館
蔵
）

（
臼
）
吾
妻
重
二
「
朱
烹
の
釈
奨
儀
礼
改
革
に
つ
い
て
｜
上
束
ア
ジ
ア
の
視
点
へ
」
（
「東
ア
ジ
ア
文
化
交
渉
研
究
』
四
、
関
西
大
学
文
化
交
渉
学
教
育
研

究
拠
点
、
二
O
二
年
）
を
参
照
。


